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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の式：
　　Ｙ－Ｘ－Ｎ（Ｗ）（ＺＰＯ3Ｍ2）
を有する反応性ホスホナート化合物。
　式中、Ｙは、Ｃｌ、Ｉ、Ｂｒ、ＨＳＯ4、ＮＯ3、ＣＨ3ＳＯ3およびｐ－トルエンスルホ
ナートならびにこれらの混合物からなる群から選択される、４.０と等しいかまたは４.０
より小さいｐＫａを有する共役酸である置換基であり、
　Ｘは、場合によりＣ1－Ｃ12の直鎖、分枝鎖、環状または芳香族基によって置換される
Ｃ3－Ｃ50の直鎖、分枝鎖、環状または芳香族の炭化水素鎖（該鎖および／または該基は
、場合によりＯＨ、ＣＯＯＨ、Ｆ、ＯＲ’、およびＳＲ’（ここで、Ｒ’は、Ｃ1－Ｃ12

の直鎖、分枝鎖、環状または芳香族の炭化水素鎖である）部分によって置換されてもよい
）；および［Ａ－Ｏ］x－Ａ（ここで、Ａは、Ｃ2－Ｃ9の直鎖、分枝鎖、環状または芳香
族の炭化水素鎖であり、ｘは、１～２００の整数である）から選択され；
　ただし、ＸがＯＨによって置換される場合、このような部分は、Ｙから出発して第２の
炭素原子以外の任意の炭素原子に結合することができ；
　Ｚは、Ｃ1－Ｃ6のアルキレン鎖であり；
　Ｍは、ＨおよびＣ1－Ｃ20の直鎖、分枝鎖、環状または芳香族の炭化水素鎖から選択さ
れ；
　Ｗは、Ｈ、ＺＰＯ3Ｍ2および［Ｖ－Ｎ（Ｋ）］nＫから選択され、ここで、Ｖは、場合
によりＣ1－Ｃ12の直鎖、分枝鎖、環状または芳香族基によって置換されるＣ2－Ｃ50の直
鎖、分枝鎖、環状または芳香族の炭化水素鎖（該鎖および／または該基は、場合によりＯ
Ｈ、ＣＯＯＨ、Ｆ、ＯＲ’、またはＳＲ’（ここで、Ｒ’は、Ｃ1－Ｃ12の直鎖、分枝鎖
、環状または芳香族の炭化水素鎖である）部分によって置換される）；および［Ａ－Ｏ］

x－Ａ（ここで、Ａは、Ｃ2－Ｃ9の直鎖、分枝鎖、環状または芳香族の炭化水素鎖であり
、ｘは、１～２００の整数である）から選択され；
　Ｋは、ＺＰＯ3Ｍ2またはＨであり、ｎは、０～２００の整数であり；
　ここで、以下の化合物：
　クロロプロピルイミノモノ（メチレンホスホン酸）
は除外される。



(2) JP 2010-512371 A5 2011.1.13

【請求項２】
　ｐＫａが１.０と等しいかまたは１.０より小さい、請求項１に記載のホスホナート化合
物。
【請求項３】
　個々の部分が以下：
　ＸはＣ3－Ｃ30または［Ａ－Ｏ］x－Ａ；
　ＶはＣ2－Ｃ30または［Ａ－Ｏ］x－Ａ
（両方についてＸおよびＶは独立して、ＡはＣ2－Ｃ6およびｘは１－１００）；
　ＺはＣ1－Ｃ3；
　ＭはＨまたはＣ1－Ｃ6；および
　ｎは１－１００、
のように選択される、請求項１または２に記載のホスホナート化合物。
【請求項４】
　ＸはＣ3－Ｃ30または［Ａ－Ｏ］x－Ａであり、（Ｗ）はＺＰＯ3Ｍ2である、請求項１～
３のいずれか１項に記載のホスホナート化合物。
【請求項５】
　個々の部分が以下：
　ＸはＣ3－Ｃ12または［Ａ－Ｏ］x－Ａ；
　ＶはＣ2－Ｃ12または［Ａ－Ｏ］x－Ａ
（両方についてＸおよびＶは独立して、ＡはＣ2－Ｃ4およびｘは１－１００）；
　ＺはＣ1；
　ＭはＨまたはＣ1－Ｃ4；および
　ｎは１－２５、
のように選択される、請求項１～４のいずれか１項に記載のホスホナート化合物。
【請求項６】
　Ｙがハロゲンを意味する場合には、前記任意のＯＨ置換基が、Ｙから出発してＸ基の第
２以外の、第３または第４の炭素原子の任意の炭素原子に連結される、請求項１～５のい
ずれか１項に記載のホスホナート化合物。
【請求項７】
　式：ハロゲン－Ｘ－ＮＨ2のアミン（ここでハロゲンは、Ｃｌ、ＢｒまたはＩを意味し
、そしてＸは請求項１～６に定義されるとおりの意味を有する）を、６と等しいかまたは
６より小さいｐＨを有する水性媒体中で、亜リン酸およびホルムアルデヒドと５０℃～１
４０℃の範囲の温度にて反応させることによる、請求項１～６のいずれか１項に記載のホ
スホナート化合物の製造方法。
【請求項８】
　式：ＨＯ－Ｘ－Ｎ（ＺＰＯ3Ｍ2）2の化合物（ここで、Ｘ、ＺおよびＭは請求項１～６
に定義されるとおりの意味を有する）を、６と等しいかまたは６より小さい酸性ｐＨを有
する水性媒体中で、塩酸、臭化水素酸およびヨウ化水素酸から選択されるハロゲン化水素
酸（ただし、ヨウ化水素酸は、Ｘがエーテルまたはチオ－エーテル結合を含む場合には使
用されない）と反応させることによる、請求項１～６のいずれか１項に記載のホスホナー
ト化合物の製造方法。
【請求項９】
　Ｙはヨウジドまたはブロミドであり、クロロ化合物を無機のヨウ化物塩または臭化物塩
を含有する水溶液で、１０℃～１００℃の温度でイオン交換する（ここで、イオン交換媒
体は６またはそれより小さいｐＨを有する）ことによる、請求項８に記載のホスホナート
化合物の製造方法。
【請求項１０】
　請求項１～６のいずれか１項に記載のホスホナート化合物を中間体として用いる工程を
含む、分散剤、水処理剤、スケール防止剤、医薬品、洗剤、二次石油採収剤、肥料および
微量栄養素の製造方法。
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